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大学共創プロジェクト 2013 メンバー一覧 
 
 




大学教育開発・支援センター長（教授） 西山 宣昭 
大学教育開発・支援センター教授 青野  透 
（研究協力者）学生部学務課教務係長 作田 浩一 
（学生委員）人間社会環境研究科人文学専攻博士前期課程 1年 新堀 文章 




大学教育支援センター副センター長（人文学部教授） 佐藤  裕 
大学教育支援センター教授 橋本  勝 
（研究協力者）学務部学務グループ学務企画チーム主任 横山 雅彦 
（研究協力者）学務部学務グループ学務企画チーム事務職員 塩沢 直也 
（学生委員）人文学部 2年 藤田 昂平 




高等教育推進センター長（理事・副学長） 寺岡 英男 
高等教育推進センター（工学部教授） 飛田 英孝 
（研究協力者）学務部教務課教務企画係長 松原 弘尚 
（学生委員）工学部 4年 国枝 賢治 




大学院教育イニシアティブセンター長（情報科学研究科教授） 浅野 哲夫 
大学院教育イニシアティブセンター客員准教授 林   透 
（学生委員）知識科学研究科知識科学専攻博士前期課程 2年 河島 広幸 

































●「富山大の UD トークの展開」の事例紹介 
●「山口大の共育ワークショップ実施」の事例調査 












日 時：12 月に予定 
場 所：金沢学生のまち市民交流館 
対 象：大学教職員，大学生・大学院生，一般の方 




北陸地区 4 大学プロジェクト（大学共創プロジェクト） 
「大学間連携による人材育成プログラムの共創」の事業計画について 
「大学間連携による人材育成プログラムの共創」の事業計画について 






（４）学生 FD サミット 2014 春への参加 
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北陸先端科学技術大学院大学 客員准教授 林  透（h-tooru@jaist.ac.jp） 
 博士前期課程 M２ 河島広幸（2kawashima@gmail.com） 
  
                             
1 平成 25 年度は，「大学間連携による人材育成プログラムの共創」というグループ名で採択されている。 
Ⅱ 活動報告 
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■資 料（「山口大学 共育ワークショップ 2013」） 
 
















































































































































熟議 2013 in 兵庫大学 
「加古川地域の未来について話をしよう！ ～世代を超えた熟議～」参加レポート 
 
     北陸先端科学技術大学院大学  
                大学院教育イニシアティブセンター客員准教授   
                                   林   透      
 
日 時：平成 25 年 11 月 24 日（日） 13:00～17:30 
場 所：兵庫大学 2 号館 1階 104 教室 
   内 容：13:00～13:07 開会 
       13:07～13:15 テーマ等の説明 
       13:30～14:30 熟議（前半）ワークショップ 
       14:40～15:40 熟議（後半）ワークショップ 
       15:40～15:55 まとめ 
       16:00～16:50 グループごとの発表 
       16:50～17:20 意見交換 
   参加者：大学生 16 名，高校生 28 名，一般市民（自治体関係者含む）41 名 
 
【方法】 










 高校生の参加者については 20 名を超える参加があり，各高校を訪問して参加をお願いしてい
る。参加した高校生には，熟議を通して，社会人として求められる「能力」（自主性，思考力，
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■資 料（「京都産業大学の燦 presents『京産共創』プロジェクト」） 
 
燦 presents「京産共創」プロジェクト 調査報告 
 
福井大学 






























2014 年 2 月現在で計 3回行われている。特に第 1回目は最初にも関わらず学生，教職員合わせ
て 104 名(内，学生 58 名)，また藤岡一郎学長が参加するなど，その実施内容には眼を見張る。
またフォーラムでは参加者を対象とした質問表「共創シート」を使った調査が行われた。その
中で京都産業大学への帰属意識の項目を見ると学生，教員，職員すべての数値が高い。特に職
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■資 料（「徳島大学の学生参画型 FD ”繋ぎ create”の取組」） 
 




林   透 
 
日 時：平成 26 年 2 月 17 日（月） 14:00～16:00 
場 所：徳島大学 常三島キャンパス 共通教育 6号館 
対応者：徳島大学 教育改革推進センター講師 吉田 博 
訪問者：岡山大学 教育開発センター助教 遠山 和大 
北陸先端科学技術大学院大学 大学院教育イニシアティブセンター客員准教授 林  透 
 
【目的】 
















 徳島大学での「繋ぎ create」を中心とした活動は，2010 年 8 月，愛媛大学で開催された SPOD
（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）フォーラムにおいて，参加学生が正課外活動に
関するワークショップで企画したアイデア（学生と教職員の話し合いの場づくり）の実現に端
を発している。2010 年 11 月に，第 1回のしゃべり場が開催された以降，2011 年 2 月，4月，7
月と矢継早に開催され，2011 年 9 月には，現在の「繋ぎ create」という学生チームが結成され
ることとなった。これらの活動において，教育担当理事の参加や岡山大学・追手門学院大学・
佛教大学等の他大学生との交流を通した広がりが見られた。2011 年 11 月 3 日，学園祭の時期


































































































































































































































































































日 時：2013 年 12 月 21 日（土）12:30～17:00 
場 所：金沢学生のまち市民交流館 交流ホール 
 
Ⅲ 大学共創フォーラム 2013 
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主 催： 大学共創プロジェクト（北陸地区４大学プロジェクト）、大学コンソーシアム石川
共 催： 大学行政管理学会中部・北陸地区研究会
日 時： １２月２１日（土） １２：３０～１７：００ （受付開始 １２：００）














１２：４０ ― 基調講演 「学びのためのカリキュラムと授業づくり」
講師： 本所 恵 准教授（金沢大学 人間社会学域 学校教育学類）
（休 憩）
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第二部 グループワーク「みんなでシラバスを作成してみよう！ ～授業デザインの共創～」 















































Ⅲ 大学共創フォーラム 2013 
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第二部 グループワーク「みんなでシラバスを作成してみよう！ ～授業デザインの共創～」 
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 それではグループ Cの方，お願いします。 
 







Ⅲ 大学共創フォーラム 2013 
 






























 授業形式は地域でのフィールドワークで，2コマ連続で 4単位の科目です。 
























 評価成績方法ですが，最後のプレゼンテーションを 50 点とし，聞き取った内容をまとめて記
録するというレポートを課して，それを 50 点とします。さらに，寂れた商店街などでは，訪問
































 学習方法です。全 15 回の中で，まず講
義についてのガイダンスをして，次に，
Ⅲ 大学共創フォーラム 2013 
 




















 次にグループ F，お願いします。 
 










 授業時間外の学習方法としては，学生が勉強しやすいように通常期に ICT を活用し，LINE 等















































 それでは，グループ Hの発表です。 
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① 制度化されたカリキュラム －－ 国家・行政機関
② 計画されたカリキュラム －－ 学校（大学・学部）
③ 実践されたカリキュラム －－ 教員
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1   Bloom, B.S., (Ed.). （1956）Taxonomy of educational objectives: The classification of 
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■資 料「グループワーク発表シラバス概要一覧」 
 

















































Ⅲ 大学共創フォーラム 2013 
 








































1～4 回目 班分け，訪問先決め，アポ取り，イントロ（科目説明） 
5～14 回目 フィールドワーク 
（例 ろう学校，病院，介護施設，和菓子屋，原発，他大学，商店）







●聞き書き記録    50％ ※訪問先に提案できたら，＋20 とします。
 
資 料 















全 15 回 
１ ガイダンス，２ ゲストスピーカーによる講義， 
３ グループづくり・テーマ設定，４ フィールドワーク， 
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●学生間の相互評価  40％ 



















１ オリエンテーション，２ 座学・ゲストスピーカー， 
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５ 強くそう思う     ４ そう思う 
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（2013 年 3 月策定） 
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